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No.176　平成 25 年 11月15日発行

平成25年11月1日現在
15,405人
7,627人
7,778人
5,447戸

　

連
日
四
十
度
に
達
し
よ
う
か

と
い
う
こ
の
夏
の
異
常
な
暑
さ

を
、
日
本
各
地
に
被
害
を
も
た
ら

し
た
台
風
十
八
号
が
運
び
去
っ

て
、
日
本
列
島
が
乾
い
た
空
気

に
包
ま
れ
、
朝
晩
は
ひ
ん
や
り

と
し
た
空
気
を
感
じ
始
め
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
朝
、
散
歩
の
足
を
止

め
さ
せ
た
一
面
の
朱
。

　

昨
日
ま
で
は
気
配
す
ら
な

か
っ
た
の
に
、
朝
露
を
身
に
ま

と
っ
た
彼
岸
花
が
、
大
津
谷
川

の
両
岸
を
真
紅
に
染
め
上
げ
て

い
ま
す
。

　

四
季
の
は
っ
き
り
と
し
た
日

本
と
は
い
え
、
こ
れ
程
き
っ
ぱ

り
と
秋
が
来
た
事
を
告
げ
る
花

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

彼
岸
花
の
地
下
の
鱗
茎
は
石

蒜
（
せ
き
さ
ん
）
と
い
っ
て
有

毒
で
す
が
、
こ
れ
を
水
に
晒さ

ら

し

て
薬
や
飢
饉
の
時
の
救
荒
食
と

も
し
た
そ
う
で
す
。

　

堰え
ん
て
い堤
の
彼
岸
花
が
色
褪
せ
て

い
く
頃
、
六
合
の
街
も
秋
の
色

彩
が
一
層
深
ま
っ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

一瞬にして秋
六合の彩り

大津谷川堰堤を朱に染める彼岸花
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夏祭り夏祭り
六
中
の
生
徒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
！

　

恒
例
の
六
合
夏
ま
つ
り
が
八
月
四

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
開

始
直
前
、
大
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
は
一
転
し
て
快
晴
と
な

り
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
和
太
鼓
、
ダ
ン
ス

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
餅
投

げ
、
会
場
中
心
で
は
盆
踊
り
も
お
こ

な
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

各
部
が
担
当
し
た
売
店
も
例
年
通

り
大
盛
況
で
し
た
。
六
中
生
徒
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
大
活
躍
で
、

来
場
者
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ザ
ー
会
場
も
大
盛
況

で
、
長
蛇
の
列
が
途
切
れ
る
事
な
く

続
き
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

六中横断幕
今年の夏まつりでは、六中美
術部の皆さんが横断幕を制
作して下さいました。

スタッフコメント
やきそばが売れて売れて、
休む間もなく忙しく大変
だったけれど、やりがいがあ
りました。

来場者コメント
久しぶりに夏祭りに来てみました。
お客さんが多くびっくりしました。
チケットも安くて美味しかった。来年
も楽しみにしています。

（六十代女性）



ボランティア中学生コメント

チケット売りは休む間もなく、また暑
くて大変だった！

（佐々木さん）

大変だったけどやりがいがあり、すご
く楽しかったです。

（提坂さん）

商売のような事をして貴重な体験を
して、ためになりました。

（一言さん）

三年間ボランティアをやった中で、一
番やりがいのある仕事だった。さま
ざまな人と触れ合い、良かったです。

（筈木さん）
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関
東
大
震
災
九
十
周
年

〜
防
災
訓
練
実
施
〜

新
た
な
訓
練
で
防
災
力
ア
ッ
プ
！

習
う
よ
り
慣
れ
ろ
！

　
九
月
一
日
、
六
合
全
域
で
防
災
訓
練
が
大
規
模
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
関
東
大
震
災
か
ら
九
十
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
東
南
海
三
連
動
大
地
震

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
を
想
定
し
「
自
分
の
生
命
は
自
分
で
守
る
。
自
ら
の
地
域
は
地
域
で
守

る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
新
た
な
訓
練
項
目
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
道
悦
地
区
で
は
参

加
者
が
一
二
八
八
名
と
昨
年
比
十
五
％
上
回
り
ま
し
た
。

　
今
夏
の
異
常
気
象
で
、
日
本
各
地
で
災
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
ま
さ
に
地
域
の
防
災
力
を
問

う
防
災
訓
練
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
は
新
た
に
、
避
難
所
運
営
の
擬
似
体
験
、
被
災
地
で
活
用
で
き
る
料
理
講
習
会
が
新
た

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
ろ
水
機
操
作
訓
練
、
応
急
救
護
訓
練
、
簡
易
テ
ン
ト
の
設
営
・
発
電
機
操
作
訓
練
、
給
食
給

水
等
多
彩
な
訓
練
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

集合地から大会会場への移動

炎天下での全体集会

演習で避難所の効率的設置、運営をシミュ
レーションします（ロクティ多目的ホール）子供達がホースを握り、汗を滲ませての放

水訓練

倒壊した建物からの救出は時間との闘い。
チェンソーの操作に習熟している事が鍵

缶詰などを利用した被災地で出来る簡便
な料理に取り組みました（ロクティ料理室）

避難所運営図上訓練子供達も戦力
可搬ポンプ放水訓練

救える生命は全力で救う！
ジャッキ、チェンソー操作訓練 被災地で活用できる料理講習会



交通安全・防犯講習会 開催

交
通
安
全
・
防
犯
へ
の
注
意
喚
起
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十
月
四
日
、
六
合
地
区
自
治
会
会
議
、
六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
、
交
通
安
全
協

会
六
合
分
会
共
催
に
よ
る
「
交
通
安
全
・
防
犯
講
習
会
」
が
六
合
小
地
域
連
携
室
に
て

一
二
五
名
以
上
の
多
く
の
参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

防
犯
へ
の
関
心
高
め
よ
う

　

講
習
会
は
島
田
警
察
署
生
活
安
全
課

鳥
居
さ
ん
か
ら
島
田
署
管
内
、
六
合
交

番
で
の
刑
法
犯
認
知
件
数
の
デ
ー
タ
が

詳
し
く
報
告
さ
れ
、
六
合
地
区
で
の
治

安
へ
の
危
惧
が
表
明
さ
れ
る
と
、
会
場

か
ら
ど
よ
め
き
が
上
が
り
ま
し
た
。
ま

た
動
画
で
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
の
詳
し

い
手
口
が
紹
介
さ
れ
、
防
犯
へ
の
関
心

を
高
め
る
必
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
週
火
曜
日
、
ロ
ク
テ
ィ
で
初
級
韓

国
語
教
室
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
師
は
、
チ
ェ
ウ
ン
ジ
ン
先
生
。

二
〇
一
一
年
世
界
陸
上
開
催
地
、
韓
国
南

部
の
都
市
テ
グ
出
身
。
来
日
さ
れ
て
す

で
に
十
年
。
ロ
ク
テ
ィ
で
講
座
を
開
始

さ
れ
て
か
ら
四
年
目
に
は
い
り
ま
し
た
。

　

延
べ
の
学
習
者
は
三
十
名
を
超
え
て

い
る
と
の
こ
と
。
参
加
者
か
ら
は
「
楽

し
み
な
が
ら
や
っ
て
い
る
」「
ド
ラ
マ
を

見
て
い
て
わ
か
る
会
話
が
で
て
く
る
と

楽
し
い
」
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　

チ
ェ
ウ
ン
ジ
ン
先
生
は
「
六
合
は
駅
に

降
り
立
っ
た
時
に
安
心
感
が
あ
り
、
住

ん
で
み
た
い
街
」
と
語
り
ま
す
。
ま
た
、

ド
ラ
マ
や
Ｋ
ポ
ッ
プ
を
通
じ
て
韓
国
の

歴
史
や
文
化
を
知
っ
て
も
ら
い
相
互
理

解
が
進
む
こ
と
は
と
て
も
良
い
事
。
特
に

Ｋ
ポ
ッ
プ
の
ヒ
ッ
ト
で
若
い
人
達
に
も

韓
国
語
学
習
熱
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
、

六
合
で
も
若
者
対
象
の
講
座
を
是
非
開

き
た
い
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
座
参
加
者
の
み
な
さ
ん
、
フ
ァ
イ

テ
ィ
ン
！
（
頑
張
れ
！
）

交
通
事
故
・
未
然
に
防
ぐ

　

交
通
安
全
で
は
、
交
通
安
全
指
導
員
の

高
木
さ
ん
か
ら
、
や
は
り
交
通
事
故
の
詳

し
い
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
六
合
地
区
で
は

高
齢
者
の
生
活
道
路
で
の
車
対
自
転
車
、

歩
行
者
の
事
故
が
県
全
体
の
中
で
突
出

し
て
高
い
事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
課
福
山
さ
ん
か
ら
は
「
自

発
光
式
反
射
材
」
を
着
用
し
、
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
手
立
て
を
取
る
よ
う
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
、
生
活
安
全
へ
の
意
識
を
深

め
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！
韓
国
語
教
室



スポーツの夏！スポーツの夏！躍動
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ス
ポ
ー
ツ
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
の
坂
本
恵
理

菜
さ
ん
（
十
九
＝
道
悦
在
住
）
は
、
今
年

四
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン

カ
ッ
プ
女
子
一
般
部
門
で
四
位
に
入
賞
。

七
月
二
十
九
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
ラ
ス
ベ

ガ
ス
で
の
世
界
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し

ま
し
た
。

　

マ
ッ
ト
を
敷
き
詰
め
た
武
道
場
に
熱
気

が
こ
も
る
中
、
タ
ン
ブ
リ
ン
グ
の
音
が
大

き
く
響
き
ま
す
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
合
わ
せ
た
演

技
は
想
像
以
上
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
汗
が

ほ
と
ば
し
り
ま
す
。

　

七
月
十
五
日
、
六
合
小
体
育
館
に
て
新

ス
ポ
ー
ツ
「
ト
ラ
ン
ポ
ウ
ォ
ー
ク
」
の
講

習
会
が
、
一
般
参
加
者
、
体
育
振
興
部
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
等
四
十
九
名
の
参
加

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ン
ポ
ウ
ォ
ー
ク
は
直
径
八
十
六
セ

ン
チ
、
高
さ
二
十
セ
ン
チ
の
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
の
上
で
、
姿
勢
を
維
持
し
な
が
ら
足
踏

み
す
る
こ
と
で
、
脚
、
腰
、
お
腹
、
背
中

な
ど
の
筋
肉
を
使
う
有
酸
素
運
動
。

一
時
間
余
り
リ
ズ
ム
に
乗
っ
た
運
動
で
い

い
汗
を
沢
山
か
き
ま
し
た
。

　

島
田
樟
誠
高
校
三
年
の
岩
本
陽
翠
君
（
東

町
在
住
）
は
六
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ

た
県
高
校
総
体
五
十
メ
ー
ト
ル
自
由
形
で

参
加
標
準
記
録
を
突
破
し
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

東
海
大
会
へ
の
出
場
は
二
年
連
続
二
回

目
で
す
。

　

元
ス
ポ
ー
ツ
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
の
も
と
、
一
日
三
時
間
の
ハ
ー
ド
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
、
本
大
会
で
準
決
勝

進
出
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

島
田
工
業
高
校
男
子
新
体
操
部
は
六
月

二
十
三
日
の
高
校
総
体
東
海
大
会
で
優
勝

し
、
全
国
大
会
に
三
年
連
続
で
の
出
場
を

果
た
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
は
二
十
六

チ
ー
ム
中
十
一
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

練習する坂本恵理菜さん（ロクティ多目的
ホール）

アンサンブルは躍動する青年の美しさ、力強さ
を表現します

母親でコーチでもある里津子さん、コーチのパウロ・ドス・
サントス氏と共に
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七
月
二
十
八
日
、
東
町
八
幡
神
社
で
「
五

郎
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
典
は
一
八
一
六
年
、
米
の
不
作

に
見
舞
わ
れ
た
六
合
地
区
を
救
う
た
め
、

当
時
の
田
中
藩
々
主
に
強
訴
し
、
年
貢
の

減
免
を
勝
取
っ
た
後
刑
死
し
た
増
田
五
郎

右
衞
門
に
ち
な
み
、「
五
郎
祭
」
と
呼
び
習

わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

猛
暑
の
夏
に
、
揃
い
の
法
被
に
た
す
き

掛
け
の
勇
ま
し
い
姿
の
六
合
東
小
の
児
童

の
叩
く
“
五
郎
太
鼓
”
が
祭
り
会
場
に
小

気
味
よ
く
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

お
寺
の
参
道
を
歩
き
回
り
、
ま
た
お
盆

の
夜
空
を
彩
る
花
火
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

恒
例
の
岸
の
夏
祭
り
で
す
。
夜
店
を
ひ

や
か
し
な
が
ら
、
祭
り
に
ひ
と
と
き
の
涼

を
求
め
、
そ
ぞ
ろ
歩
き
が
楽
し
め
ま
し
た
。

　

九
月
十
五
日
、
道
悦
八
幡
宮
の
祭
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
折
か
ら
の
台
風
の
為
、
未
明

か
ら
激
し
い
雨
で
し
た
が
、
昼
前
に
は
一

旦
上
が
る
中
、
八
幡
宮
本
殿
に
て
祭
事
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
連
の
祭
事
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
昭
和

三
十
年
代
か
ら
半
世
紀
以
上
続
く
子
供
の

舞
の
奉
納
で
す
。
今
年
は
六
合
小
四
年
の

松
浦
千
咲
都
さ
ん
、
同
五
年
の
宮
武
瑠
衣

さ
ん
が
厳
か
な
雅
楽
の
調
べ
に
の
せ
て
優

雅
な
舞
を
奉
納
し
ま
し
た
。

太鼓の響きが心地よい子供の舞の奉納

編
集
後
記

　

汗
を
し
た
た
ら
せ
て
取
り
組
ん
だ

「
六
合
夏
ま
つ
り
」
が
思
い
出
に
変
わ

る
前
に
、
す
で
に
空
気
は
爽
や
か
に

乾
き
、
日
暮
れ
も
加
速
が
つ
い
て
早

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
季

節
の
移
ろ
い
の
中
で
の
六
合
地
域
の

様
々
な
取
り
組
み
を
充
分
お
伝
え
で

き
た
で
し
ょ
う
か
？

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
糧
に
頑

張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

広
報
部
　
松
浦
直
巳

お
詫
び
と
訂
正

　

七
月
十
五
日
発
行
の
「
あ
け
ぼ
の
」

第
一
七
五
号
の
「
地
域
の
お
祭
り
開

催
予
定
」
の
中
で
、
道
悦
八
幡
神
社
、

阿
知
ヶ
谷
天
神
と
あ
り
ま
す
が
、
正

し
く
は
そ
れ
ぞ
れ
「
道
悦
八
幡
宮
」

「
阿
知
ヶ
谷
天
満
天
神
社
」
の
誤
り
で

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

夏まつり、各地で開催夏まつり、各地で開催
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九
月
二
十
二
日
、
六
合
小
体
育
館
に

お
い
て
六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
主

催
に
よ
る
敬
老
会
が
、
地
区
内
該
当
者

一
三
八
五
名
の
内
一
六
三
名
の
出
席
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
染
谷
島
田
市

長
は
挨
拶
の
中
で
「
市
内
の
最
高
齢
者
は

一
〇
七
歳
、
二
番
は
六
合
在
住
の
男
性
で

一
〇
六
歳
」
と
紹
介
。
ま
た
、
市
長
自
ら

が
紙
切
り
の
よ
う
な
手
品
を
披
露
さ
れ
、

満
場
の
喝
采
を
得
ま
し
た
。
出
来
あ
が
っ

た
作
品
は
早
速
会
場
の
掲
示
板
に
貼
り
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、コ
ー

ル
シ
ク
ラ
メ
ン
、
六
合
保
育
園
の
園
児
、

六
合
小
、同
東
小
の
児
童
、六
合
中
の
生
徒
、

岸
町
ふ
れ
あ
い
交
流
会
、
阿
知
ヶ
谷
民
踊

の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
合
唱
や
遊
戯
、
バ

ン
ド
演
奏
、
民
踊
が
披
露
さ
れ
、
会
場
い
っ

ぱ
い
に
楽
し
い
雰
囲
気
が
溢
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
後
児
童
か
ら
「
私
達
が
こ
う
し
て

演
奏
で
き
る
の
も
皆
さ
ん
が
育
て
て
く
れ

た
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
」
と
挨
拶
。

参
加
者
の
中
か
ら
は
「
子
供
達
の
挨
拶
が

し
っ
か
り
し
て
い
て
感
心
し
た
」「
み
ん
な

か
わ
い
か
っ
た
」「
昔
を
思
い
出
し
て
本
当

に
楽
し
か
っ
た
」
と
喜
び
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

人
口
の
中
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が

益
々
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
今
日
の
平
和

と
繁
栄
の
礎
を
築
い
た
先
達
で
あ
り
ま
す
。

健
や
か
で
、
和
や
か
に
暮
ら
し
て
い
か
れ

る
事
を
望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。

　
“
敬
老
の
日
”お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

十
月
四
日
、
ロ
ク
テ
ィ
多
目
的
ホ
ー

ル
に
て
親
子
映
画
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
映
画
教
室
は
市
の
「
家
族
と
地

域
の
時
間
づ
く
り
推
進
事
業
」
の
一
環
と

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
、
六
合
公
民

館
共
催
の
取
組
み
で
す
。
今
年
は
シ
リ
ー

ズ
の
中
で
も
評
価
の
高
い
「
ト
イ
ス
ト
ー

リ
ー
３
」
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
開
始
前
か
ら
学
齢
前
、
小

学
校
低
学
年
の
子
供
達
が
五
十
名
以
上

集
ま
り
保
護
者
と
共
に
観
賞
し
ま
し
た
。

　

小
さ
な
子
供
達
が
食
い
入
る
よ
う
な

眼
で
画
面
を
見
つ
め
て
い
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
子
供
達
の
情

操
を
育
て
る
「
親
子
映
画
」
続
い
て
欲

し
い
で
す
ね
。

アトラクションに笑顔と拍手アトラクションに笑顔と拍手

ト
イ
ス
ト
ー
リ
ー
３
に
手
に
汗
！

六合コミュニティ委員会会長挨拶六合コミュニティ委員会会長挨拶

手品を披露する染谷島田市長手品を披露する染谷島田市長

六合東小学校児童の合唱六合東小学校児童の合唱


